
文
語
日
誌
（
平
成
二
十
八
年
九
月
十
三
日
）

七
「
通
俗

國
民
の
日
本
史
」
（
上
下
）

（
有
宏
社
、
大
正
十
五
年
増
訂
第
七
版
（
初
版
は
大
正
十
四
年
）、
各
特
價
四
圓
弐
拾
銭
、
合
計
二
二
三
二
頁
）

文
學
士
廣
野
藤
吉
の
著
作
。
芳
賀
矢
一
先
生
序
に
曰
く
、
『
國
民
教
育
の
大
部
分
は
國
史
の
教
育
に
外
な
ら
ぬ
。
國
史

を
除
い
て
の
部
分
は
寧
ろ
世
界
共
通
で
あ
る
。』
と
。
大
町
桂
月
先
生
序
に
曰
く
、『
現
代
の
國
民
は
祖
先
以
来
の
精
神
を

承
け
續
き
て
之
を
子
々
孫
々
に
傳
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
譬
へ
ば
連
鎖
中
の
一
環
の
如
し
。』『
あ
は
や
列
強
に
分
割
せ
ら
れ

ん
と
し
つ
つ
あ
る
所
の
支
那
は
、
畢
竟
す
る
に
個
々
分
立
し
て
國
民
と
し
て
の
連
鎖
な
き
に
基
づ
く
。
即
ち
國
民
の
歴

史
な
き
に
基
づ
く
。』
と
。

同
著
者
の
「
二
千
六
百
年
史
」
と
重
複
感
は
あ
れ
ど
、
愛
す
べ
き
體
裁
な
り
。

八
「
學
界
新
風
景
」
大
塚
虎
雄
著

（
天
人
社
、
昭
和
五
年
刊
、
定
價
一
圓
八
十
銭
。
二
六
七
頁
）

昭
和
二
年
に
東
京
日
日
新
聞
に
連
載
せ
ら
れ
天
下
の
喝
采
を
博
し
た
る
も
の
と
い
ふ
。
た
と
へ
ば
、
國
語
學
の
山
田

孝
雄
博
士
（
東
北
帝
大
教
授
）
に
つ
き
て
は
、
『
氏
は
奈
良
縣
あ
た
り
で
中
學
の
教
師
を
し
て
ゐ
た
。
誰
か
漢
文
の
免
状

を
取
っ
て
下
さ
ら
ぬ
か
と
教
員
會
議
の
場
で
校
長
先
生
は
老
眼
を
し
ば
た
た
い
た
。
よ
ろ
し
い
、
や
り
ま
せ
う
と
買
っ

て
出
た
の
が
山
田
孝
雄
教
師
だ
っ
た
。
翌
年
山
田
氏
は
漢
文
の
免
状
を
も
っ
て
帰
っ
て
來
た
。
そ
ん
な
風
に
し
て
、
修

身
も
地
理
も
博
物
も
數
學
さ
へ
も
や
た
ら
に
免
状
を
と
っ
て
來
て
、
十
指
を
屈
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。』
と
。
ま
た
、
平

泉
澄
博
士
に
つ
き
て
は
、
『
國
史
學
の
新
星
と
し
て
東
大
助
教
授
平
泉
澄
博
士
は
近
頃
あ
ざ
や
か
な
光
輝
を
放
ち
出
し
た
。

三
十
を
四
つ
五
つ
出
た
若
さ
で
文
學
博
士
に
も
な
り
、
上
品
で
瀟
洒
な
姿
を
講
壇
に
運
ん
で
お
得
意
の
中
世
に
於
け
る

精
神
生
活
や
社
寺
運
動
史
な
ど
を
明
晰
な
口
調
で
説
い
て
ゆ
く
あ
た
り
、
古
文
書
ば
か
り
漁
つ
て
ゐ
る
國
史
の
畑
に
お

く
の
は
惜
し
い
や
う
な
氣
が
す
る
人
だ
』
と
。

當
時
の
學
者
の
一
面
を
活
寫
し
、
興
味
盡
き
ず
。

九
「
日
露
戰
役

忠
烈
詩
集

乾
」

（
改
造
社
、
昭
和
十
三
年
刊
、
定
價
二
圓
三
十
銭
。
三
五
七
頁
）

陸
軍
大
將
荒
木
貞
夫
題
字
、
團
野
宗
勝
編
纂
。
は
し
が
き
に
よ
ら
ば
、
書
寫
以
來
三
十
五
年
ぶ
り
の
出
版
な
り
と
ぞ
。

た
と
へ
ば
、
廣
瀬
武
夫
の
「
扶
桑
艦
上
作
」。
『
扶
桑
に
生
れ
て
、
扶
桑
に
死
す
。
一
死
國
に
報
ゆ
、
七
た
び
生
じ
て
皇
を

護
ら
ん
』。
同
「
福
井
丸
舷
頭
作
」。
『
七
生
報
國
、
一
死
志
堅
し
。
再
び
成
功
を
期
す
、
笑
み
を
含
ん
で
船
に
上
る
。』

今
は
全
く
評
価
せ
ら
れ
ざ
る
時
世
な
る
も
、
當
時
の
時
代
の
緊
張
し
た
る
空
気
を
ば
感
ぜ
し
む
。

十
「
妖
怪
談
義
」
柳
田
國
男
著

（
修
道
社
現
代
選
書
、
昭
和
三
十
一
年
初
版
（
昭
和
三
十
二
年
三
版
）、
定
價
二
三
〇
圓
。
二
五
二
頁
）

柳
田
先
生
曰
く
、
『
化
け
物
の
話
を
出
来
る
だ
け
生
眞
面
目
に
又
存
分
に
し
て
み
た
し
。
蓋
し
我
々
の
文
化
閲
歴
の
う

ち
に
て
近
年
最
も
閑
却
せ
ら
れ
た
る
部
面
に
て
、
従
っ
て
或
る
民
族
が
新
た
に
自
己
反
省
を
企
つ
る
際
に
、
特
に
意
外
な

る
多
く
の
暗
示
を
供
與
す
る
資
源
な
れ
ば
也
』
と
。

十
一
「
日
本
随
筆
大
成

第
二
期
十
五
」

（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
九
年
刊
、
定
価
二
二
〇
〇
円
。
四
一
三
頁
）

文
語
百
撰
に
あ
る
荻
生
徂
徠
「
南
留
別
志
」
を
收
録
し
た
れ
ば
、
以
前
よ
り
永
ら
く
探
し
求
め
た
る
も
の
な
り
。
古
書

一

平
成
二
十
八
年
夏
の
收
穫

土

屋

博



價
格
二
百
圓
は
安
し
。
ほ
か
に
可
成
三
註
、
非
な
る
べ
し
、
南
留
別
志
の
辯
、
あ
る
べ
し
、
ざ
る
べ
し
等
を
併
せ
收
録
す
。

附
記

古
書
展
（
ぐ
ろ
り
や
會
）

平
成
二
十
八
年
八
月
、
東
京
古
書
會
館
古
書
展
（
ぐ
ろ
り
や
會
）
に
赴
く
。
收
穫
品
は
以
下
の
通
り
。

一
、
「
神
皇
正
統
記
、
讀
史
餘
論
、
山
陽
史
論
」

（
有
朋
堂
文
庫
、
大
正
三
年
刊
、
非
賣
品
。
七
九
〇
頁
）

麗
和
中
學
四
年
修
了
、
東
京
商
科
大
學
入
學
、
岩
井
良
太
郎
氏
に
よ
り
大
正
九
年
に
圖
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
る
旨
墨

書
あ
り
。

緒
言
に
曰
く
、
『
我
が
古
來
の
史
論
中
、
其
白
眉
を
以
て
目
す
べ
き
も
の
は
、
神
皇
正
統
記
、
讀
史
餘
論
、
及
び
頼
氏

の
諸
論
文
な
る
こ
と
、
蓋
し
諸
史
家
の
齊
し
く
認
む
る
處
な
る
べ
し
』
と
。

有
朋
堂
文
庫
に
此
の
書
あ
る
は
知
ら
ざ
り
し
か
ば
、
直
ち
に
購
入
す
。
特
に
山
陽
史
論
（
日
本
外
史
の
論
簒
部
分
）
あ

る
は
便
利
。

二
、
「
ノ
ー
ト
學
庸
」
重
田
蘭
渓
著

（
朝
野
書
店
、
大
正
七
年
七
版
（
初
版
は
明
治
四
十
三
年
）、
定
價
金
四
拾
錢
。
一
一
〇
頁
）

天
金
。
袖
珍
版
の
大
學
・
中
庸
の
解
説
書
。

重
田
先
生
曰
く
、
「
大
學
の
篇
は
孔
家
の
傳
へ
遺
せ
し
書
に
し
て
、
初
學
の
者
の
徳
を
行
ふ
こ
と
の
入
口
に
て
あ
る
な

り
。
家
に
入
る
に
は
門
よ
り
す
る
如
く
、
徳
を
な
す
に
は
こ
の
大
學
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
な
り
。」
と
。

既
に
「
ノ
ー
ト
四
書
」
は
所
有
し
、
そ
の
中
に
本
書
の
内
容
は
含
ま
る
る
と
は
い
へ
、
今
回
の
書
は
携
帯
用
に
向
く
。

三
、
「
三
大
家
の
新
修
養
」

（
矢
野
博
信
書
房
、
大
正
九
年
刊
、
定
價
金
壱
圓
四
拾
錢
。）

三
大
家
と
は
、
文
學
博
士
三
宅
雪
嶺
、
侯
爵
大
隈
重
信
、
子
爵
澁
澤
榮
一
を
指
す
。

印
刷
、
製
本
は
稍
粗
末
な
れ
ど
、
内
容
は
豐
穰
な
り
。

冒
頭
は
三
宅
雪
嶺
、
一
八
一
頁
。
（
世
界
の
革
新
へ
、
人
は
見
か
け
倒
し
た
る
勿
れ
、
自
由
自
献
の
精
神
、
天
性
の
發
達
、

好
き
と
嫌
ひ
、
米
國
の
發
展
を
目
標
と
せ
よ
、
な
ど
）

雪
嶺
格
言
よ
り
、
『
人
は
何
か
に
驚
か
さ
れ
る
と
注
意
し
て
其
の
も
の
を
觀
る
氣
に
な
り
、
注
意
し
て
觀
れ
ば
更
に
進

ん
で
其
れ
に
就
て
考
へ
る
氣
に
な
る
も
の
だ
。
こ
れ
が
觀
察
と
推
理
と
の
生
ず
る
所
以
で
あ
る
』
と
。

次
い
で
大
隈
重
信
、
一
九
〇
頁
。
（
現
代
國
民
訓
、
日
本
國
民
の
發
展
と
今
後
向
ふ
べ
き
針
路
、
勞
働
問
題
に
就
て
、

な
ど
）

最
後
は
澁
澤
榮
一
、
一
九
七
頁
。
（
労
働
問
題
解
決
の
一
端
、
協
同
的
精
神
の
發
揮
、
新
富
豪
訓
、
天
運
と
人
の
和
、

人
の
世
に
處
す
る
に
中
庸
を
逸
す
る
勿
れ
、
な
ど
）

四
、
「
百
年
記
念

頼
山
陽
先
生

完
」
木
崎
好
尚
著

（
廣
島
縣
廰
内
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顯
彰
會
、
昭
和
八
年
増
補
再
版
（
初
版
は
昭
和
六
年
）。
本
文
二
七
八
頁
）

山
陽
歿
す
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）。
百
年
祭
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
「
頼
山
陽
全
書
」
記
念
刊
行
に
併
せ
、
非

賣
品
と
し
て
制
作
の
天
金
函
入
の
豪
華
本
な
る
ら
む
定
價
な
し
。

内
容
は
、
①
外
史
と
政
記
、
②
入
京
前
後
の
經
緯
、
③
晩
期
に
入
り
て
、
④
學
風
と
人
物
、
⑤
人
間
頼
山
陽
、
⑥
逸
話

の
修
正
、
⑦
頼
門
の
諸
名
家
、
よ
り
成
る
。
廣
島
縣
廰
、
知
事
と
頼
山
陽
と
の
緊
密
な
る
關
係
に
興
味
を
ば
感
ず
。

五
、
「
随
筆
頼
山
陽

改
訂
決
定
版
」
市
島
謙
吉
著

二



（
翰
墨
同
好
會
南
有
書
院
發
兌
、
昭
和
十
一
年
刊
、
定
價
金
参
圓
。
六
一
三
頁
）

初
版
は
大
正
十
四
年
。
「
山
陽
の
生
活
」、「
山
陽
の
文
藝
」、「
山
陽
の
趣
味
」、「
山
陽
と
諸
家
」、「
山
陽
の
雜
事
」、「
山

陽
の
遺
跡
を
訪
ふ
」、
「
追
録
」、
「
補
遺
」
よ
り
成
る
。
卷
末
に
和
田
萬
吉
、
坪
内
逍
遥
両
氏
の
跋
あ
り
。

頼
山
陽
を
研
究
す
る
者
に
と
り
て
必
讀
の
書
と
こ
そ
覺
ゆ
れ
。

三


